
「多様な活動の森」における協定の締結について

令和４年５月 １２日

鳥取森林管理署長

下記のとおり、鳥取森林管理署管内の多様な活動を支援するため、活動希望者との協定を

締結したので公表します。

１ 「多様な活動の森」制度の概要

(1) 趣旨

国有林野においては、広く国民に開かれた管理経営の推進に資するとともに、森林をフ

ィールドとしたボランティア活動に参加したい、直接森林とふれあいたいなど国民の皆様の

様々なご要望に応えて参りました。さらに近年、企業の社会的責任(CSR)活動等新たな協

定締結による国民参加の森林づくりが増加し、また、広範な区域について長期間の協定

締結が希望されるなど国民のニーズも多様化・高度化しています。

そこで、それらのニーズに対応しつつ、広く国民に開かれた国有林野の整備を進めるた

めに、手続きの透明性をより高めつつ、多様な森林整備や保全活動の要請に対応できる

よう、協定締結による国民参加の森林づくりを推進しています。

(2) 多様な活動の森における自主的な森林整備活動

森林の保全を目的とした美化活動、自然観察、森林パトロール活動をしていただくこと

ができます。ただし、森林整備、木の文化の継承を目的とした森林整備・保全活動、森林

環境教育以外の活動に限ります。

２ 今回更新した協定

(1) 協定の名称

氷ノ山キャラボク保護活動の森

(2) 協定相手方

団 体 名 若桜町

代 表 者 若桜町長 上川 元張

所 在 地 鳥取県八頭郡若桜町若桜８０１－５

(3) 協定を締結した森林の概要

所 在 地 氷ノ仙国有林２２ロ林小班

面 積 ３.００ha

法令制限 保健保安林、氷ノ山後山那岐山国定公園第２種特別地域、鳥獣保護区

普通地域、天然記念物「氷ノ山のキャラボク群落」

(4) 協定項目

協定期間 自 令和４年４月１日 至 令和９年３月３１日

活動内容 巡視活動、登山者及び小中学生向け普及啓発活動

協 定 書 別紙（写し）のとおり



(5) 更新事由

若桜町は鳥取県指定天然記念物である氷ノ山キャラボク群落の適切な管理を行うた

め、協定区域内の巡視活動と普及啓発活動を実施しています。

協定更新後の活動についても、趣旨に沿う活動が期待されます。

３ 今回新たに締結した協定

(1) 協定の名称

扇ノ山・氷ノ山希少植物保護活動の森

(2) 協定相手方

団 体 名 鳥取県

代 表 者 鳥取県生活環境部緑豊かな自然課長 平木 尚一郎

所 在 地 鳥取県鳥取市東町１丁目２２０

(3) 協定を締結した森林の概要

所 在 地 扇ノ山国有林３２９ろ林小班

沢川国有林１０ろ2、１１い林小班

氷ノ仙国有林２２イ、２３い1林小班

面 積 １１９.７１ha

法令制限 水源かん養保安林、保健保安林、氷ノ山後山那岐山国定公園特別保護

地区、第２別地域、第３種特別地域、鳥獣保護区普通地域の法令制限が

かかっています。

(4) 協定項目

協定期間 自 令和４年４月１日 至 令和９年３月３１日

活動内容 自然体験活動、自然観察会、

協 定 書 別紙（写し）のとおり

(5) 協定締結事由

鳥取県生活環境部緑豊かな自然課ではこれまで、鳥取県絶滅危惧種等の希少植物で

あるサンカヨウ、コケモモ、オオバミゾホオズキをニホンジカの食害等から保護するため、

委託又は自ら防護柵の設置や巡視等の活動を実施してきました。

今般、これらに加え、タケシマランについても同様の活動を実施するため協定を締結し

ました。

４ お問合せ先

鳥取森林管理署 行政専門員

所在地 鳥取県鳥取市吉方１０９ 鳥取第３地方合同庁舎２階

電 話 ０８５７－２３－５４１１
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